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 平成 22 年 7 月 15 日に岐阜県八百津町他で発生した「7.15 豪雨災害」では，

土砂災害により３名が亡くなった．また岐阜県内には，１万箇所を超える土砂

災害危険箇所が存在し，土砂災害警戒区域指定を随時行っている．そのほとん

どの地域では未だ土砂災害ハザードマップが作成されていない．このような状

況は全国的にも同様であり，大きな課題となっている．岐阜県では，ＤＩＧを

活用した住民ワークショップを開催することにより，土砂災害ハザードマップ

の作成促進を図る試みを始めた．その中では，土砂災害ハザードマップの作成

手順をステップに区分して整理するとともに，チェックリストやワークショッ

プの結果をハザードマップへ反映する方法などを考案している．また，住民ワ

ークショップ開催のための自治体職員研修も実施している．本発表では，これ

らの内容について紹介し，土砂災害の軽減につなげていきたい． 
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